






要約:札幌市における神経芽細胞腫マススクリーニングの成績と小児悪性腫瘍登録の資料

によってその効果を調べた。1981年以後の症例で受検群よりの発病では病期、年齢ともに

非受検群に比して早期、若年が有意に多かった。札幌市における 10 万人当たりの発生頻度

を開始前後で比較すると 1-4歳の減少が著しく、また死亡率でも同様の顧向がみられた。

このことはスクリーニングの有用性を示すものと思われた。 


